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 新しい人となる 

 〈エペソ４：１７～２４〉 

【放蕩息子の話】ルカ１５章 

 

１、      人生に戻らない 

♦原因はどこにある？ 

①知性が暗い。 

②無知とかたくなな心のゆえに、 

神のいのちから遠く離れている。 

神を知っていながらその神を神としてあがめず、 

感謝もせず、かえってその思いはむなしくなり、 

その無知な心は暗くなった。  ローマ１：２１ 

       

虚しい考えは、虚しい行動に結びつく。 

 

♦無知とは、神という存在が分からないこと。 

主を畏れることは知恵の初め、 

聖なる方を知ることは悟りである。 箴言９：１０ 

 

 

２、    を脱ぎ捨てる 

イエスを信じたあなたがたは、生まれながらの利己的な性質をかなぐりすてよ。  

（エペソ４：２２ 現代訳） 

「古い人」が神としているのは、自分の欲望。 

彼らの神は彼らの欲望であり、彼らの栄光は彼ら自身の恥なのです。  ピリピ３：１９ 

  

「古い人」の起源は・・・？ 創世記３章 

♦神は人を神のかたちに似せて創造したが壊れてしまった。この時から人は自分の 

欲を満たすことを求め、聖なる方、神様に背を向けるものとなってしまった。 

 

この世と調子を合わせてはいけません。いや、むしろ神の御心はなにか、すなわち何が 

よいことで、神に受け入れられ、完全であるのかをわきまえ知るために、心の一新によって 

自分を変えなさい。  ローマ１２：２ 

 



 

♦イエス様が復活されたことによって、人もまた新しくされた。 

 

あなたがたはすでに死んでおり、あなたがたのいのちは、キリストとともに、神のうちに隠されて 

あるからです。    コロサイ３：３： 

 

♦地上での生涯を終えるまで、自分の罪が釘付けにされた十字架を見上げ、罪に打ち 

勝ったイエス様の勝利を何度も何度も握りなおす。 

 

しかし人が主に向くなら、その覆いは取り除かれるのです。主は御霊です。そして御霊のあるところに

は自由があります。私たちは顔の覆いを取りのけられて、鏡のように主の栄光を反映させながら、 

栄光から栄光へと主と同じかたちに姿を変えられて行きます。これはまさに御霊なる主の働きに 

よるのです。        Ⅱコリント３：１８ 

 

 

３     人を着る 

 

あなたがたは古い人をその行いといっしょに脱ぎ捨てて、新しい人を着たのです。新しい人は、 

造り主のかたちに似せられてますます新しくされ、真の知識に至るのです。 コロサイ３：９、１０ 

 

♦新しい人を着ると、見方や考え方が変わり、世界観、価値観が変わる。 

 

自分にとって弊害だと思っていた人への感情は････愛の対象へと変化 

 


